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ロータリー ： 変化をもたらす
2017～2018年度
国際ロータリー会長
イアンH.S .ライズリー 

於：米山記念館

欠席者　須田君、長田君、藤江君、古屋君、前田（博）君、
　　　　前田（房）君
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｢奉仕の理想」
指揮　柴崎恵子君

出席総数

前々回 33/40 82.50% 36/40 90.00%
31/37 83.78% 45名会員総数今 回

出 席 率 メ ー ク
ア ッ プ
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広重版画より　三島　朝霧

第２17６回例会 2017.９.７晴

　私は毎朝６時前にはおきるんですが、８月２９日も時間どお
りにおきて直ぐテレビのスイッチを入れたところ見慣れない画
面が出てきまして、多くの人が初めて見る「Ｊアラート」でした。
全国瞬時警報システムと言うそうですが見て驚きました。警
報内容は静岡県は入っていませんでしたが近隣の長野県が
入っていて内容は「ミサイル発射。ミサイル発射。北朝鮮から
ミサイルが発射された模様です。頑丈な建物や地下に避難
して下さい」と書かれてました。当然、事前通告なしに日本を
飛び越える打ち方をしたことで、対北朝鮮との緊 張が一段と
高まりました。１週間も経たない９月３日午後0時29分57秒ごろ 
北朝鮮付近を震源とする地震が発生し、地震波の特徴から
「自然地震ではない可能性がある」と発表が有りましたが、や
はり核実験だったようです。地震の規模は、日本国内の気象
庁発表でマグニチュードで6．1と推定され、北朝鮮が過去に
核実験をしたとみられる地震で最大だそうで後に北朝鮮が
大陸間弾道ミサイル（ICBM）搭載用の水爆実験に完全に成
功した」とする声明を発表しました。お隣の韓国ではミサイル
発射の事では何の報道もなくて静かだったようですが水爆
実験の時にはマグニチュード５．７の人口地震が発生と発表し
たそうです。今、日本が何をするべきか何ができるかが問わ
れる難しい局面です。最悪アメリカが戦争する事になった時
は日本に甚大な被害が及ぶことは間違いなく日本が［北朝鮮
に対し厳重に抗議し、最も強い言葉で断固非難する」と言う

幹事報告 幹事　宇田川茂君

国 歌 斉 唱 四 つのテスト

①今月はロータリーの友月間　本日クラブ広報委員長椙山
豊さん卓話
②９月８日（金）エンドポリオイベント打ち合わせ　三島３クラ
ブ合同（社会奉仕）
③９月２３日（土）台北３４８０地区自行車体伊豆サイクリング
ツアー歓迎会（会長）
④１１月１１日（土）・１２日（日）地区大会の参加について（焼津）
⑤遠藤正幸会員出席免除について　－　理事会にて承認
⑥諏訪部照久会員１か月間の出席免除について　
　－　理事会にて承認
⑦酒田東記念式典出席者の登録料（10,000円）会にて負担
　－　理事会にて承認

だけで我慢するしかないのか？と複雑な気持ちになります。毎
週、ロータリーの例会に出席して食事をして、面白くない会長
挨拶を聞いて誰かの卓話を聞いて、委員会活動の打合せを
して、平凡ですが平和は嬉しいですね。   
   
      



Memory of the rotary

（週報担当：椙山　豊）

卓　話

委員会報告

クラブ広報委員長　椙山豊君

クラブ広報委員会について

今月はロータリーの友月間です。８月号の冒頭に会員増強、新
クラブ結成　これまでの殻を破る　との見出しで会員増強に
成功しているクラブとこの１年で結成された新クラブの紹介が
ありました。
大宮西RCの３本の矢でロータリーの魅力をPRとの題名でし
た。クラブの活性化と増強をあるベテラン会員が増強委員長
に指名されたことから増強物語が始まりました。２０１３年創立
５０周年を３年後に控え一時は１００名を超えた会員が２０１０
年４２人にまで減少した。例会はマンネリ化し、奉仕活動も前
年踏襲型、高齢化による停滞感が漂っていたそうです。増強
の掛け声だけで実際の行動に結びつかなかった。
「一人の会員から始まった増強物語」一人が一人の増強を
提案。４２人から８４人へ倍増、さらに新会員からの紹介で１２
６人へと３倍増する計画を立てた。会員に増強を強く何度も
呼びかけ、自らも熱心に３０～４０代の若手経営者を勧誘し
た。勧誘するときにはロータリーの理念の説明とともに、ロータ
リーは異業種の集まりで経営の勉強になることもPR、また親
睦と奉仕を重ね信頼関係が生まれてくる中でビジネスチャンス
も広がるメリットをアピールした。仕事の話はロータリーの中で
はタブー視されていたが、この殻を打ち破り、ロータリーの両
輪ある親睦と奉仕に事業上の利益増大を加えた。
クラブ広報委員会はロータリーのストーリーを人々に伝え、クラ
ブの奉仕活動に対する認識と関心を高める計画を立てて実
行する。効果的な広報により地域のニーズに取り組む信頼で
きる団体としてのロータリーの存在感が高まる。

広報委員会のメンバーは、広報分野での経験があり、地域社
会で幅広い人脈を持っている人やインターネットに詳しい人で
あるべきです。今期の広報委員長は経験のないかなり無理な
人選と感じておりその実践には強く責任を感じております。
基本方針
１．広報委員会はロータリー活動や情報を地域社会の人々に
知っていただくための、広報活動を行う。
２．会報（週報）はこれまでも続けてこられたものですので、継
続して発刊して親睦活動やクラブ内の情報の共有化を図る。
活動計画
１　地域メディアへの情報提供
２　会報の作成は委員の輪番制とする
　　原稿は、事務局にメール送信をお願いする
３　会報（週報）の発刊　投稿写真等の掲載
４　ロータリー徽章の襟ピンの日常着用の推進をする
〇三島市議会議員の藤江さんのご協力ご手配にて７月１９日
静岡新聞に三島西ロータリークラブの新会長に西本氏、と掲
載されました。また、新役員も紹介されました。
〇８月２０日　イトーヨーカ堂にて日本赤十字による献血のお
手伝いに千葉委員長のもと１７名のロータリーメンバーが参
加し、４０数名の献血の受付をし、自らも数名が献血をしまし
た。静岡新聞に報道されロータリーのイメージアップとなりまし
た。
〇１０月１５日、恒例の見晴フェスティバル参加が決まり看板事
業として行う。
これからも台湾苗栗RC交換留学生や見晴フェスティバル、ク
リスマス会、ゴルフ同好会の遠征等多彩な行事が予定されて
います。大いに発信しロータリークラブのイメージアップに努力
してゆきます。皆さん方のご協力をお願いいたします。

社会奉仕委員会

見晴フェスティバル参加について

〇１０月１５日（日）　１０：００開会点鐘

〇１０月１４日（土）　前日準備　
１３：００より北上文化プラザにて６５０人分の豚汁の
仕込み準備をします。奥様方のお手伝いも宜しくお
願いいたします。尚、メークアップ扱いになります。

RI会長の呼びかけ
すべての会員が植樹： 
イアン・ライズリー会長は、4月22日のアースデイまで
に、すべての会員が植樹を行うよう呼びかけていま
す。植樹を行ったら、ぜひご紹介ください。

世界ポリオデー（10月24日）
みんなで行動を
周到な計画がなくてもできることがあります。お祭りで
ポリオ撲滅のポスターを張り出す、職場に募金箱を
置く、例会でポリオ関連のビデオを見る、などの方法
です。
クラブの活動を紹介する
ロータリー世界が一つになってポリオ撲滅に取り組
んでいることを示すために、各地のクラブによるポリ
オ撲滅活動の情報を集めています（活動の規模は
不問）。
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